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(虚血性心疾患における安静時及び運動負荷時のタリウム-201心筋

血流イブ-ジと心放射図による左心容量との関係)
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論 文 内 容 の 要 旨

Ⅰ はじめに

虚血性心疾患は主として左室の心筋血流低下にもどづ く心擁能低下によって特徴づけられている.近年J

タリウム-201による心筋血流シンチグラムにより局所心厳血流の評価が可能となった｡心筋血流低下部位

は左室造影上局所収縮力低下部位と一致し,この程度により左室容積増加がみられる0-万,桑原らほ全

身を右心 ･肺 ･左心及び残りの部分を体とみなし,ヨート131人血清アルブミンを用いた心放射図による

各平均通過時間に従って全身循環血液量を分配し,各容量を求めるモデルを考案した｡この方法に関する

精度,各種心疾患における結果について多くの報告が既になされているが,今回虚血性心疾患において安

静時及び運動負荷時の心筋血流とこの方法による左心容量との関係についで研究した｡

‡ 対象と方法

心筋梗塞ないし虚血性心疾患が疑われた28才から77才までの87名 (男75名,女12着)であるOこのうち

21名は運動負荷をあわせて施行した｡

.タリウム-201心筋シンチグラフィー:2mCiの塩化タ1)ウムー201を静注し,主として 80Kevで5方向

から撮像したo運動負荷は立位自転車-}i,ゴメーターを用いて行い,中止の-分前に静注することを原則

としたOその後の撮像は両様に行った.この心筋イメージより心筋血流欠損の凝度を5段階に分け,Oな

いし4のスコア分輯したor

心放射図 :50fLCiのヨード弓31人血清アルブミンを急速静注し,シソチレーザ ヨソカウソダ-の時間 ･

活性カープからシミュレーション解析にて心拍出量と各種容量を測定した.仰臥位自転車エルゴメーター

運動負荷時はスワンガンツカテーテルを肺動脈圧モニタ-とアイソトープ注入に用いたo

左室造影 :32名について35mi の80%アンギオコソレイ⑧を左室注入し,毎秒60コマのシネフィルムに

撮影した｡Kennedyの方法に従い右前斜位にて左室容積を計測した｡

Ⅲ 結果
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1. 心放射図による左心容量と左室造影による左室拡張終期容積の間には,r-0.94の相関があり,一

次回帰直線 y-0.76Ⅹ-17.2を得た｡
1

2.82名を心筋血流欠損像の程度により5群に分類したoこれらの群について心放射図より得られた諸

量を分散分析すると左心容量,一回拍出量に大きな分散がみられた (F>10.2,P〈O.005)｡ 即ち,

心筋血流欠損像の大きい程,左心容量が多く,一回拍出量が少ないという結果であったOその他全身

血液量,右心容量,肺容量,心係数にも有意な分散があった (F>2.48,P〈O.05)｡

3.運動負荷によって心筋血流欠損像が新たに生じた例で,安静時及び運動負荷時の心放射図によって

得られた変化としては,左心容量の増加のみが有意であった (P〈O.001)0

Ⅳ 考察

心放射図より得た左心容量は,左房と左室を含む平均的容量であるが,造影剤による左室拡張終期容積

とよく相関したので,左室前負荷としてのよい指標となると考えられたOそして心筋血流低下の程度によ

りこの左心容量が増加し,一回拍出量が低下していることが示されたがこれは心機能曲線を表すものであ

る｡また運動負荷により心筋血流低下を生じる部分は可逆的な壁収縮異常を来たしているのであるが,戟

々の結果ではこの場合,左心容量が有意に増加していた｡一般に前負荷の増加と共に一回拍出量が増すの

はスターリング効果であるが,一回拍出量が増加しない場合は高度に心機能が低下していると考えられ,

我々もこのような例を経験した｡これらは全て冠動脈の三枝障害の例であった｡運動負荷によって全例で

肺動脈 (拡張期)圧の上昇をみたが,左心容量の増加は必ずしも一致せず,従来よりいわれているように

圧力測定のみで容量を推定するのは問額である｡

以上のように非侵襲的方法で心筋血流を評価し,特に左心容量を指標として心機能との関係を研究した｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

虚血性心疾患において心筋血流と左心容量 (LHV)との関係を研究する目的で,87名を対象にタリウム

-201心筋血流イメージを撮影し,心放射図を記録した.まずこのうち32名について, LHVを左室造影所

見と対比し,左室拡張終期容按と γ-0.94の良い相関を得たことから LHVが左室前負荷の指標となり

うるものと考えられた.そして分散分析にて心筋血流低下部分の大きい轟, LHVが大きく一回心拍出量

が小さいとの結果を得た (F>10.2,P〈O.005)また運動負荷時に心筋血流イメージの上で血流低下部分

が出現, または拡大した例 (n-14)は, そうでない例 (n-7)と比して LHVの有意な増加を認めた

(P<0.001)｡LHV の増加に伴って一回拍出量が増加しない場合はより高度の左心機能低下を意味するも

のと考えられた｡

以上の研究は非侵襲的方法で心筋血流を評価し,とくに左心容量を指標として心機能との関係を求めた

点で独創的であり,今後増加の予想される虚血性心疾患における心機能の診断に貢献するところが多い｡

したがって本論文は医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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